富中第４０９号
平成３０年　９月　４日

組合理事長　各位

富山県中小企業団体中央会
会　長　　高　田　順　一
（公印省略）
富山県中小企業青年中央会

会　長　　松　下　光　信
（公印省略）
第３４回中小企業団体青年部富山県大会の開催について
　拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　平素は本会の事業運営に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、本会では組合青年部の組織化推進と青年部間の交流促進を図るとともに、組合の次代を担う若手経営者・後継者相互の研鑚を目的に、下記のとおり第３４回中小企業団体青年部富山県大会を開催いたします。
　今大会では、平成２６年度から始動している石川県内の和菓子職人と農家との異業種連携による新商品開発である「農菓プロジェクト」について、ご講演いただき、その後出席者によるグループディスカッションで、実際に異業種連携事例を創っていただきます。

　つきましては貴組合青年部の方々にご周知頂き、多数のご参加を賜りますようご案内申し上げます。
敬具

　※本大会は青年部の方々のみならず、青年部を設置済み又は青年部設置を検討されている組合の役員や職員の方々も対象に開催しております。どうかお気軽にご参加下さい。
記
１．開催日時　　　　平成３０年１０月２９日（月）　１６：３０～
２．開催場所　　　　富山第一ホテル　２階春日の間・若草の間

（富山市桜木町１０－１０）
３．大会概要　　　　別紙の通り
４．主　　催　　　　富山県中小企業団体中央会
　　　　　　　　　　富山県中小企業青年中央会
５．交流会会費　　　８，０００円　（大会７日前までにお振込ください）
　　　　　　　　　　送金口座　富山第一銀行本店　（普）№１７４７００
　　　　　　　　　　　　　　　富山県中小企業青年中央会　
６．申込み方法　　  別添の大会参加申込書に必要事項をご記入の上、本会事務局まで

メール又はＦＡＸでご連絡下さい。
７．問い合わせ先　　富山県中小企業団体中央会　流通・労働支援課　担当：熊野
　　　　　　　　　　TEL  076-424-3686 　 FAX  076-422-0835

MAIL kumano@chuokai-toyama.or.jp
FAX０７６－４２２－０８３５
MAIL：kumano@chuokai-toyama.or.jp　富山県中小企業青年中央会事務局　宛

　第３４回中小企業団体青年部富山県大会 出欠票　

組合名・青年部名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（青年部代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　）
１０月２９日（月）開催の県大会及び交流会に

· 下記の者が参加いたします。

（参加されるところに○を付けてください）
	参加者氏名
	青年部役職
	所属会社名
	県大会
	交流会
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※９月２８日（金）までに本出欠票・質問受付票に必要事項をご記入の上、本会事務局までFAXにてご送付ください。

事務局　富山県中小企業団体中央会内　　担当：熊野

TEL　 ０７６－４２４－３６８６　　FAX　 ０７６－４２２－０８３５
Mail　kumano@chuokai-toyama.or.jp
第３４回中小企業団体青年部富山県大会開催要領
１．目　　　的
富山県下の中小企業団体青年部が一堂に会し、青年部活動の啓蒙普及、相互の交流・研鑚を図るとともに、異業種の連携を強化し、もって、中小企業団体並びに中小企業の発展に資することを目的として、第３４回中小企業団体青年部富山県大会を開催する。
２．開催日時　　平成３０年１０月２９日（月）１６時３０分～
３．開催場所　　富山第一ホテル（富山市桜木町１０－１０）
４．大会テーマ　「青年部の活性化～異業種交流から異業種連携へ～」
５．主　　　催　　富山県中小企業団体中央会　　富山県中小企業青年中央会
６．概　　　要
第Ⅰ部　基調講演（１６時３０分～１７時１０分）２階　春日の間
　（１）開会
　（２）主催者挨拶
　（３）基調講演「異業種との連携～農菓プロジェクトを通して～」
　　　　講師　石川県菓子工業組合青年部　農菓PJ実行委員長　宮向　健也氏

第Ⅱ部　グループディスカッション（１７時１０分～１９時１０分）２階　若草の間
　テーマ「異業種連携を創る」
第Ⅲ部　交流会（懇親会）　（１９時１５分～）２階　春日の間
農菓プロジェクトとは


…石川県の食文化を広く伝え、農業者と和菓子業界（石川県菓子工業組合青年部）の協業により活性化を目指す団体。「地元産の農産物を使っておいしいお菓子を作る」そのことによって双方に共通する問題を明るく打開し、究極の「顔が見える」モノづくりを未来につないでいく、新しい菓子文化の創造を目指している。








